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1 ．はじめに

　農林水産省が管理する天神ダムの湖底（水深
28m）において、選択取水塔設備基礎部分の構築
時に鉄筋据付精度の向上と水中作業の省力化を
図ったことついて報告する。
工事概要
⑴　工 事 名： 天神ダム選択放流施設基礎工他工事
⑵　発 注 者： 農林水産省九州農政局
⑶　工事場所：宮崎県都城市
⑷　工　　期：平成29年11月17日～
　　　　　　　平成31年 3 月26日

2 ．現場における問題点

　天神ダムは大淀川右岸地区に農業用水の安定的
な確保と供給を目的として平成13年に竣工した灌
漑用水専用のダムである。近年では、自然災害に
より生じた貯水池内への土砂流入に起因して濁水
が長期化している状況であり、河川放流において
内水面漁協や河川利用者に影響が生じている。こ
のため、本工事において河川に清水を選択放流す
る機能を既存施設に追加するものである。
　選択取水塔設備の構造は、鋼管杭（φ1,000、
L=18.8ｍ、N= 9 ）で支持された取水塔基礎コン
クリート（13.0ｍ×13.0ｍ×H5.5ｍ）上に円形多
段式ゲートを有する六角形のステンレス鋼製独立
塔（H=32.5ｍ）を設置するものであり、岸辺か
ら40ｍ程度離れたダム湖内に構築される。よっ

て、基礎コンクリートの施工方法は、水中施工と
なるので鉄筋、取水塔埋込架台及び型枠は陸上で
組み立てた後、200tクレーン付組立台船と180t積
運搬組立台船を使用して水中に設置する計画であ
り、水深28ｍで構築するにもかかわらず架台の据
付規格値は、水平方向に±30mm（ベースプレー
トの穴位置）という陸上施工と同じ精度が要求さ
れた。

　ダム湖は前述した理由により、水中での視界が
30㎝程度しかなく、水深28ｍでの 1人あたりの潜
水作業時間が60分程度／日となる厳しい施工条件
だった。基礎コンクリートの構造上、鉄筋と取水
塔埋込架台は一体化させて同時に設置する必要が
あり、吊込み用補強鋼材も含めて重量が73tに及
ぶ重量物をいかに精度よく、かつ短時間に効率よ
く据え付けるかということが課題となった。

図‒ 1 　選択取水設備断面図
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と取水塔設置用架台に接続する構造で総重量が
73tになる。このため、それぞれの吊鋼棒に均等
に荷重が作用するか試し吊りを行い、組立鉄筋に
たわみや変形が発生しないことを確認した。

　
　上記の施工方法で組立鉄筋を設置して測定し
た結果、据付誤差は平面的に見てX軸方向 2 mm、
Y軸方向 0 mmに収まり、規格値を十分満足する
ものとなった。また、作業期間については、鋼製
定規枠の設置に 2日、油圧ジャッキの設置に 1日
及び設置前の準備（試し吊り等）に 3日を要した
ものの組立鉄筋の設置は 1日で完了した。
　したがって、今回実施した施工方法は水深28ｍ
という厳しい施工条件下において、所要の精度を
確保するとともに水中作業の省力化を図ることが
できたため、有効な対策であったと考えられる。

4 ．おわりに

　今後は限られた財源の下で人口減少や少子高齢
化の進展等、社会構造の変化や国民のニーズに合
わせて既存インフラを適正化（集約化、多機能化
等）する工事が増加すると思われる。既存インフ
ラを供用しながら行う工事は、制約が大きく困難
を伴うものが多いが、本工事における経験を今後
に生かしていきたいと考える。

図‒ 3 　鋼製定規枠 図‒ 4 　油圧ジャッキ

図‒ 5 　組立鉄筋据付状況

3．工夫・改善点と適用結果

　組立鉄筋の設置については、台船上のクレーン
による横移動では微調整が難しく、厳しい施工条
件下で所要精度を確保するには相当な時間がか
かることが予想された。このため、均しコンク
リート型枠を利用して、直交する 2方向に吊り下
ろした鉄筋を押し付けることができる鋼製定規
枠（H‒200、H=2.3ｍ、W=1.3ｍ）を設置し、鋼
製定規枠に対面する 2方向には潜水士からの指示
で台船上から操作できる鉄筋横移動用油圧ジャッ
キ（1,000kN級）を設置して、吊下ろした組立鉄
筋が設計位置に収まるように微調整可能かつ水中
作業を極力減らした据付方法を選択した。
　さらに、均しコンクリートは陸上工事と同様
に取水塔基礎コンクリートより10cm大きな平面
寸法13.2ｍ×13.2ｍ、厚さ10cm+30㎝（調整コン
クリート）となっていたが、平面寸法を15.4ｍ×
15.4ｍに拡大し、均しコンクリート型枠（H‒400）
に支圧板を追加して鋼製定規枠と油圧ジャッキを
堅固に固定できる構造とした。

　また、鉄筋と取水塔埋込架台は、 8本の吊桁を
介してクレーンで吊るが、 8本の吊桁は合計140
本の吊鋼棒（SS400、φ25mm）で鉄筋組立架台

図‒ 2 　組立鉄筋据付設備概要図




